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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

文部科学省が平成24年12月５日に公表した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性の

ある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」では，学習面又は行動面で著

しい困難を示すとされた児童生徒の割合が推定値で6.5％となっており，これに該当する児

童生徒以外にも，通常の学級には教育的支援を必要とする児童生徒がいる可能性が指摘さ

れています。

令和元年の文部科学省の調査によると，特別支援学級に在籍している小・中学生が2.9％

（約27万８千人）で，平成21年と比べると2.1倍，通級による指導を受けている小・中学生

が1.4％（約13万３千人）で，2.5倍となっています。特別支援学校に在籍している児童生

徒を合わせると5.0％（約48万６千人）が特別支援教育の対象者となっており，増加傾向に

あることが分かります。また，同調査によると低学年では学習面や行動面の問題が顕在化

しやすく，高学年になるにつれて様々な問題が見えにくくなる可能性があることが指摘さ

れており，早期発見のための児童生徒理解（気付き）が重要になると考えられます。

さらに，新学習指導要領解説においては，通常の学級においても，発達障害を含む障害

のある児童生徒が在籍している可能性があることを前提に，全ての教科等において一人一

人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう，障害種別の指導の工夫の

みならず各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図，手

立てを明確にすることが重要であると示されています。

２ 研究のねらい

通常の学級において，学びにくさを抱えた児童生徒の理解を深め，学びにくさに配慮し

た指導ができるよう，教職員の児童生徒理解力と指導力の向上を図ります。

３ 研究の内容

(1) １年次（令和２年度）の取組

①学びにくさを抱えた児童生徒に関する調査及び分析

1)総合教育センター（以下，当センター）研修講座［初任者研修，実践的指導力習得

研修（教職２年目），教職５年目研修，実践的指導力向上研修（教職８年目），中堅

教諭等資質向上研修］受講者を対象にアンケート調査を実施しました。

2)調査項目については以下のとおりです。

・学びにくさを抱えた児童生徒がいるか。また，どのような学びにくさか。

・学びにくさを抱えた児童生徒について理解した上で，指導や支援ができているか。



・学習指導で困った経験について。

・有効だった指導や支援方法について。

・学びにくさを抱えた児童生徒の理解や指導方法について知りたいこと。

3)アンケート調査の結果を分析し，現状を把握しました。

②研修講座への協力と次年度講座（初任者研修講座等）に向けた資料の作成

アンケート調査分析を踏まえた特別支援教育の視点からの学びにくさを抱えた児童生

徒の理解と具体的対応について，次年度講座に向けた研修講座資料（試作版）を作成し

ました。

③１年次の成果の発信

当センター支援班のウェブサイトで１年次の成果を公開しました。

(2) ２年次（令和３年度）の取組

①研修講座資料の活用と修正

1)当センター研修講座［初任者研修（小・中学校），教職５年目研修（中学校）］受講

者を対象に，１年次に作成した研修講座資料（試作版）の活用を図りました。

2)当センターの研修講座［初任者研修（小・中学校），教職５年目研修（小・中学校），

小・中学校新任教務主任研修，小・中学校新任研究主任研修］において，研修講座

資料（試作版）を配付し，後日，活用に関するアンケートを実施しました。

3)活用に関するアンケート調査の結果を基に，研修講座資料の内容を修正しました。

②学びにくさを抱えた児童生徒の理解と指導，支援方法のまとめ

1)実践事例を交えながら，書くことに関する学びにくさを抱えた児童生徒への指導，

支援方法について冊子としてまとめました。

③成果の発信

1)研究内容と作成した「研修資料」を当センター支援班のウェブサイトで公開しまし

た。



Ⅱ 研究の実際

１ 学びにくさを抱えた児童生徒への指導，支援に関する現状から

(1) 児童生徒が抱えている学びにくさについて

「学びにくさを抱えた児童生徒の理解と学習上の配慮に関するアンケート」を実施し，

学びにくさを抱えた児童生徒の様子や指導の現状を分析しました（令和２年度）。

設問「学級や受け持った授業で，学びにくさを抱えた児童生徒はいますか」について，

全体の95％の教員が「いる」と回答しました（表１）。多くの教員が，学びにくさを抱えて

いると思われる児童生徒に学

習指導を行う機会があること

が分かりました。

また，どのような学びにく

さを抱えていると感じている

かについて質問したところ，

児童生徒が「文章を書くこと」

に対して学びにくさを抱えて

いると感じている教員が68％

と，最も多いことが分かりま

した（表２）。

(2) 「書くこと」について

そこで，本研究では「文章を書くこと」に着目し，児童生徒が学習上で困っている状況

を把握するため，学習指導で困った経験について，更にアンケートの回答を分析しました。

表１「学びにくさを抱えた児童生徒の理解と学習上の

配慮に関するアンケート（令和２年）」より

表２ 児童生徒が抱えている学びにくさについて

いる いない 無回答

全体 95% 3% 2%

校
種

小学校 98% 1% 1%

中学校 96% 2% 2%

高等学校 89% 10% 1%

設問：学級や受け持った授業で，学びにくさを抱えた
   児童生徒はいますか。（n=450）

話を聞くこ
と

文章を読
むこと

文章を書く
こと

算数（計算
や図形等）
が苦手

思いを伝え
たり話した
りする

自分の考
えをまとめ
る

全体 58% 45% 68% 43% 51% 42%

校
種

小学校 68% 54% 76% 48% 54% 42%

中学校 52% 44% 75% 47% 52% 49%

高等学校 51% 32% 50% 33% 50% 35%

設問：どのような学びにくさを抱えていると感じましたか。（n=435）

（複数回答）



アンケートの記述を分析すると，頻出単語（動詞）では，「書く」「書ける」等，「書くこ

と」に関する語が多いことが分かりました（表３）。「書くこと」に関する記述内容は，作

文や考えを書くこと，文の構

成に関すること，文章の書き

方に関すること，文字の形に

関すること，書く速度に関す

ることなど，多岐にわたる記

述が確認できました。そこで，

児童生徒が困っている状況に

関する記述と教員が学習指導

において困っていることに関

する記述内容を細かく分析し

たところ，児童生徒のつまず

きの状況が分かりました（表

４）。

全体では「考えをまとめて

書くことが苦手」「振り返り

等が書けない」など，作文に

関するつまずきが最も多いこ

とが分かりました。教員が学

習指導の際に困ったこととし

ても，「作文指導に困った」

など，「文章を書くこと」に

対する悩みが多く見られるこ

とが分かりました。

２ 研修講座資料（試作版）の作成（１年次）

研究１年次に研修講座資料（試作版）を作成しました。アンケート調査の結果とその分

析を基に，最も多くの児童生徒が学びにくさを抱えており，また，最も多くの教員が学習

指導の際に困ったり悩んだりしている「書くこと」に関する指導方法や支援の手立てにつ

いてまとめました。特に，つまずき場面として多かった「作文を書くこと」への指導，支

援方法について内容を充実させました。

研修講座資料は，「書くこと」に関する指導方法を紹介するだけでなく，どのような場面

でどのような手立てを講じると効果的であるのかなど，具体的な場面を設定して紹介する

ことが有効であると考え，作成しました。

表３ 学習指導で困った経験の分析

表４ 学習指導で困った児童生徒の状況（記述）の分析

順 動詞 （回）  順 動詞 （回） 

1 書く 62 7 学ぶ 21

2 困る 43 7 掛かる 21

3 分かる 39 9 聞く 19

4 通る 31 10 見る 16

5 出す 26 10 思う 16

6 書ける 23 10 抱える 16

設問：学習指導で困った経験「頻出単語（動詞）上位」

  文字 表記 文法 作文 運動性 その他

全体 28% 1% 6% 35% 22% 7%

小学校 21% 3% 9% 32% 26% 9%

中学校 35% 0% 4% 43% 13% 4%

高等学校 36% 0% 0% 27% 27% 9%

文字  文字（ ひらがな，カタカナ，漢字，英語）を書く際のつまずき
表記  表記（ルールの 理解，特殊音節，正しい句読点等）のつまずき

文法  文の構成・文法（助詞の使い方，接続詞の使い方，前後関係の
理解等）のつまずき

作文  作文（内容の構成，筋道の立て方等）の際のつまずき

運動性  運動性（筆記 技能，鉛筆の握り方，手先の不器用さ，書く速さ，
姿勢の保持 等）のつまずき

学習指導で困った経験（記述）より「書くこと」に関する児童生徒のつまずき



３ 研修講座資料の活用と修正（２年次）

(1) 研修講座資料の活用について

研究２年次に，１年次に作成した研修講座資料（試作版）を研修講座で活用し，指導方

法を整理することで教職員の児童生徒理解と指導力の向上に寄与できると考えました。

当センターの研修講座において活用することで，活用のしやすさや有効性，具体的指導

場面や指導方法に関するニーズ等について検証を行い，修正を加えることで，更に有効性

の高い資料としての質を高めていきたいと考えました。活用を図った研修講座は以下のと

おりです。

○初任者研修講座（小学校Ａ・Ｂ）【９月８日・15日】

講座名「特別な支援を要する児童生徒の理解と支援」

○初任者研修講座（中学校）【８月３日】

講座名「特別な支援を要する児童生徒の理解と支援」

○教職５年目研修講座（中学校）【７月８日】

講座名「発達障害のある生徒の理解と支援」

上記の研修講座の他に，当センターにおける連携支援事業，校内研修支援等において資

料を配付し，活用しました。

(2) 研修講座資料の修正について

①活用に関するアンケートの実施

当センターの研修講座において，研修講座資料を配付し，後日アンケートを実施しま

した（表５）。

受講者275名から，活用に関するアンケートの回答を回収することができました。また，

受講後に学校でアンケートを実施したり，教職員からの意見をまとめたりしたデータを

提供してくれた受講者もおり，貴重な意見，要望等を得ることができました。

表５ 研修講座資料の配付（一覧）

研修講座名 人数 資料
配付日

ｱﾝｹｰﾄ
回収日 備考

初任者研修講座（小学校Ａ）
 

初任者研修講座（小学校Ｂ）
77名

６月２日
 

６月16日

11月17日
 

11月24日

【講座で使用】
９月８日
９月15日

初任者研修講座（中学校） 62名 ７月14日 11月10日 【講座で使用】
８月３日

教職５年目研修講座（小学校） 31名 ９月７日 11月９日 （オンラインで
データを配付）

教職５年目研修講座（中学校） 25名 ７月８日 10月19日 【講座で使用】
７月８日

小・中学校新任教務主任研修講座 62名 ５月24日 11月４日

小・中学校新任研究主任研修講座 66名 ５月13日 11月12日



②活用に関するアンケートより

1)主な活用場面

資料の主な活用場面について，「授業」「学級」「校内研修」「その他」から選択し，

複数回答してもらいました。最も多いのは授業の指導場面での活用で58％，続いて学

級の児童生徒への活用で40％となりました。主に児童生徒への指導，支援の場面にお

いて活用されたことがう

かがえます。

また，学級担任と学級

担任以外でクロス集計し

たところ，学級担任以外

の41％が校内研修等で活

用したことが分かりまし

た（表６）。各教員が個

人で活用するだけでな

く，研修会資料としての

活用も期待できると考えます。

2)活用の様子

記述内容からは，研修講座資料を参考にＩＣＴ活用を図った取組や，研修講座資料

を参考にした指導，支援によって，児童生徒の発言が増えたなど，効果的に活用が図

られた様子を確認することができました。

3)研修講座資料の有効性等

活用に関するアンケートでは，「活用のしやすさ」「活用の有効性」「ＩＣＴの活用」

について，「とてもよい」の回答が３割以上，「まあまあよい」の回答が６割以上でし

た（図１）。肯定的な回答が多いことから，指導，支援の手掛かりとなる研修資料とし

て活用できると考えます。

4)主な要望等

アンケートの記述を「参考になった」「要望・改善点」「追加してほしい内容」「活用

場面や方法」など，内容ごとに整理しました。最も多いのは「学びにくさに応じた文

房具があることを知った。」「数学でも役立ちそうなので，とても勉強になった。」「他

にもあれば教えてほしい。」など，研修講座資料が参考になったという内容で，続いて

学級担任 学級担任以外
（研究主任・教務主任）

授業での指導場面 52% 65%
学級の児童生徒 54% 0%
校内研修等 4% 41%
その他 1% 12%

表６ 主な活用場面

図１ 活用に関するアンケート結果

30%

35%

33%

64%

66%

3%

1%

1%

67%

（複数回答）



「更に知りたい」「もっと教えてほしい」といった内容でした。要望としては，「ワー

クシートのテンプレートや，ＩＣＴのそれぞれのテンプレートをいつでも使えるよう

にしてほしい。」などの意見がありました。

③研修講座資料の修正

活用に関するアンケートの分析結果や実践事例を基に，研修講座資料の修正を行いま

した。例えば，ニーズの多かった「作文を書くこと」に焦点を当て，苦手とする背景や

つまずきのポイントと，それに対応する指導，支援方法について，例を挙げながら具体

的に記述しました。

活用の仕方に関しての要望を生かし，研修講座資料で紹介した学習プリントをダウン

ロードできるようにしたり，タブレット等を使用した際にダウンロードして使えるよう

に，二次元バーコードを載せたりしました。

また，今回まとめた研修講座資料は，今後各学校において校内研修等でも活用できる

ように「研修資料」と名称を改めました。

(3) 研修講座資料活用の流れ（例）

実際にどのように活用を図るのかを，寄せられた事例を基に整理した活用例で紹介しま

す。中学校のＭ先生の事例として，支援を考える際の参考になるよう，研修講座資料活用

の流れ①～⑤を示します。

①はじめに（図２）

対象生徒は，中学３年男

子生徒で，教科は数学です。

生徒の気になる様子は，

「最初から書くことをあき

らめている」「ノートを書

かない」「学習の分からな

い内容がそのままになって

いる」ことでした。

資料を読んだＭ先生は，

「やる気だけの問題ではな

いのかもしれない」「書く

ことに苦手意識があるのかもしれない」と感じました。支援の方向性として，書くこと

ができないために，やる気があってもできないでいることがあるのかもしれないと仮定

し，主に家庭学習で，授業の見直しができるようにすることを考えました。

ここでのキーワードは「できる状況づくり」です。Ｍ先生は資料を通して，「できない

ことをできるようにする」だけではなく，苦手なために「できない，やれないでいる」

ことはないか検討することや，スタートラインに立つための支援もあることに気が付き

ました。

②生徒の観察（図３）

次に，Ｍ先生は，資料にある具体的な場面と「実態」「背景」を参考に，生徒の様子を

観察しました。すると「時間内に書き終わらない」「メモを書こうとしない」「板書内容

図２ 研修講座資料活用の流れ①



をノートに書こうとしな

い」といった様子が見られ

たことから，生徒の学びに

くさを「文字を書くのが遅

い」「聞きながら書くのが

難しい」「板書のどこを書

いているのか分からなくな

る」ことと仮定しました。

ここでのキーワードは

「アセスメント」です。ど

のような学びにくさを抱え

ているのか，背景を探るこ

とが，指導・支援の手立て

につながります。

③手立ての検討（図４）

そして，ヒントを参考に

手立てを検討しました。

生徒の学びにくさの実態

から，「書く時間を確保す

る」ことにしました。まず

はできそうな内容から取り

組むことにし，「授業中に

ノートを書く時間を設け

る」「板書内容をデジタル

カメラで撮影する」の二つ

に取り組むことにしまし

た。ここでのキーワードは「できそうなことから取り組む」です。実践することで，こ

れまで気が付かなかった生徒の様子など，新たな現状も見えてきます。

④取組の見直し（図５）

しばらく実践したところ

で，取組状況を見直しまし

た。

ノートを書く時間を設け

たことで，ノートを書く機

会は増えましたが，それで

も間に合わないこともあり

ました。デジタルカメラで

の撮影は，板書をノートに

書くことができなくても大

丈夫という安心感はありま

図３ 研修資料活用の流れ②

図４ 研修資料活用の流れ③

図５ 研修資料活用の流れ④



したが，印刷したり，印刷したものが見えにくかったりといった課題がありました。

Ｍ先生は書く時間を設けるだけでなく，書きとる内容や量を調節する必要を感じまし

た。また，デジタルカメラではなく，タブレットを使うことでもっと簡単に活用できる

のではないかと考えました。

ここでのキーワードは「取組の見直し」です。研修資料では参考として取組例を紹介

しています。しかし，取組例はあくまでも参考で，紹介されている取組が目の前の児童

生徒に，そっくりそのまま当てはまることは少ないと思います。取り組んでみての調整

が必要で，試行錯誤しながら，目の前の児童生徒に合わせて個々に最適な指導，支援方

法を探ることが重要になります。

⑤手立ての修正（図６）

Ｍ先生は，研修講座資料

を参考にし，取組内容を修

正しました。「文字を書く

のが苦手」なタイプの生徒

について，対応する支援方

法を参考に検討しました。

問題を解きたいという生

徒の意欲を生かし，できる

だけ書く量を減らして，問

題に取り組む時間を保障す

る手立てを考えました。支

援の手立てとして「ノートに書き写す量を調節する」「学習プリントを準備する」ことに

しました。

ここでのキーワードは「本人に合わせて調整」です。Ｍ先生は，本人の「問題を解く

ことは好き」という意欲を生かしています。本人の興味，関心や得意なこと，意欲を含

めて調整することが大事になります。

⑥ＩＣＴ活用

二つのアプリケーション

を活用しました（図７）。

授業後，タブレットで板

書内容を撮影します。そし

て，OneNoteに取り込みま

す（図８）。

大事だと思う部分を切り

取ったり，細部を拡大した

りします。Ｍ先生が指示す

ることもありました。

生徒はOneNoteを使うこ

とで，自宅で板書を確認できるようになり，当初の「主に家庭学習で，授業内容の見直

しができるようにする」ことにつなげることができました。回数を重ねる中で生徒は，

図６ 研修資料活用の流れ⑤

図７ 研修資料活用（ＩＣＴ）



家庭でもOneNoteを使い，写真に直接線を引いたり，文字を書き込んだりしながら内容を

復習するようになりました（図９）。

生徒は，意欲的に取り組んでいますが，授業の内容によっては板書量が多かったり，

書き込みなど途中の流れを残すことができなかったりと，撮影しづらい状況があるとい

った課題が見えてきまし

た。

Ｍ先生のを紹介します。

「板書内容を精選し，後か

ら見ても分かりやすいよう

に，板書構成を工夫するよ

うになった。」など，生徒

の「書くこと」に配慮した

板書や授業づくりを通し

て，生徒の支援ができてい

ることがうかがえます。

以上の①から⑤，そしてＩ

ＣＴを活用した⑥のような流

れで，研修資料を活用するこ

とで，より効果的な指導，支

援が行えると考えます。

研修講座資料活用の流れで

示したキーワードを意識した

り，研修講座資料の解説を参

考にしたりすることが，学び

にくさを抱えた児童生徒の理

解と，指導，支援の実践につ

ながることを期待しています。

図８ 研修資料活用（ＩＣＴ）

図９ 研修資料活用（ＩＣＴ）



Ⅲ 研修資料について

１ 研修資料の概要

作成に当たっては，最も多くの児童生徒が学びにくさを抱えており，また，最も多くの

教員が学習指導の際に困ったり悩んだりしている「書くこと」を取り上げ，その指導，支

援の方法を整理することで，教職員の児童生徒理解と指導力の向上に寄与できると考えま

した。

資料として配付できるように，各スライドには説明や解説を添えています。特に，つま

ずき場面として最も多かった「作文を書くこと」への指導，支援方法について，充実させ

ました。図を用いて様々な要因が複雑に関連していることを示したり，背景を示したりす

ることで，理解につながるようにしています。また，タイプ別に示したり，つまずきに対

応する支援方法を示したりすることで，作文に関する指導，支援の手掛かりとなるように

しました。

全体の構成は，学びにくさを抱えた児童生徒の理解が深まるように，うまく書くことが

できない背景や「なぜうまく書けないのか」といった児童生徒の状況の理解につながるよ

うにしました。また，学びにくさに配慮した指導の実践につながるように，「書くこと」に

関する指導，支援の方法のみを紹介するだけでなく，活用できる文房具も紹介しました。

指導，支援方法を検討するに当たり，どのような場面でどのような手立てを講じると効

果的かなど，具体的な場面を設定して示すことが有効であると考え，「漢字を書くこと」「文

章を書く，板書を写すこと」「作文を書くこと」といった，具体的な場面ごとに「実態」「背

景」「ヒント」をまとめています。

さらに，ＩＣＴを活用した指導の参考例として，１人１台端末の活用による効果やＩＣ

Ｔを活用した指導例を紹介しています。

２ 研修資料

p.92～p.109 参照。



　
当

セ
ン

タ
ー

で
は

，
令

和
２

年
度

か
ら

３
年

度
の

２
年

計
画

で
，

通
常

の
学

級
に

お
い

て
，

学
び

に
く
さ

を
抱

え
た

児
童

生
徒

の
理

解
を

深
め

，
学

び
に

く
さ

に
配

慮
し

た
指

導
の

実
践

が
で

き
る

よ
う

，
教

職
員

の
児

童
生

徒
理

解
力

と
指

導
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

研
究

に
取

り

組
ん

で
い

ま
す

。

　
研

究
主

題
に

あ
り

ま
す

「
学

び
に

く
さ

」
に

つ
い

て
は

，
「
知

的
発

達
に

遅
れ

は
な

い
も

の
の

学

習
面

又
は

行
動

面
で

著
し

い
困

難
を

示
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

状
態

」
と

し
て

研
究

を
進

め
ま

し

た
。

　
具

体
的

に
は

，
「
聞

き
間

違
い

が
あ

る
」
「
適

切
な

速
さ

で
話

す
こ

と
が

難
し

い
」
「
文

中
の

語
句

や
行

を
抜

か
し

た
り

，
ま

た
は

繰
り

返
し

読
ん

だ
り

す
る

」
「
読

み
に

く
い

字
を

書
く
」
「
簡

単
な

計
算

や
暗

算
が

で
き

な
い

」
「
学

年
相

応
の

文
章

題
を

解
く
の

が
難

し
い

」
な

ど
の

状
態

で
す

。

1

　
県

内
の

諸
学

校
に

お
け

る
学

び
に

く
さ

を
抱

え
る

児
童

生
徒

の
現

状
を

把
握

す
る

た
め

に
行

っ

た
，

当
セ

ン
タ

ー
研

修
講

座
［
初

任
者

研
修

，
実

践
的

指
導

力
習

得
研

修
（
教

職
２

年
目

）
，

教
職

５
年

目
研

修
，

実
践

的
指

導
力

向
上

研
修

（
教

職
８

年
目

）
，

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
］
受

講
者

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

は
，

文
字

や
文

章
を

書
く
こ

と
に

学
び

に
く
さ

を
抱

え
て

い
る

児
童

生
徒

が
非

常
に

多
く
，

ま
た

多
く
の

教
員

が
文

章
や

作
文

の
指

導
に

つ
い

て
悩

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

　
そ

こ
で

，
最

も
多

く
の

児
童

生
徒

が
学

び
に

く
さ

を
抱

え
て

お
り

，
ま

た
，

最
も

多
く
の

教
員

が
学

習
指

導
の

際
に

困
っ

た
り

悩
ん

だ
り

し
て

い
る

「
書

く
こ

と
」
に

関
し

て
指

導
方

法
を

整
理

す
る

こ
と

で
，

教
職

員
の

児
童

生
徒

理
解

と
指

導
力

の
向

上
に

寄
与

で
き

る
と

考
え

ま
し

た
。

　
こ

の
ス

ラ
イ

ド
資

料
は

，
「
書

く
こ

と
」
に

関
し

て
ど

の
よ

う
な

場
面

で
ど

の
よ

う
な

手
立

て
を

講
じ

る
と

効
果

的
で

あ
る

の
か

な
ど

，
具

体
的

な
場

面
を

設
定

し
て

紹
介

す
る

こ
と

で
，

書
く
こ

と
に

学

び
に

く
さ

を
抱

え
た

児
童

生
徒

の
指

導
や

支
援

の
手

掛
か

り
と

し
て

活
用

し
て

い
た

だ
く
こ

と
を

期

待
し

，
研

修
資

料
と

し
て

作
成

し
た

も
の

で
す

。

2



　
障

害
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

，
「
文

字
が

書
け

な
い

」
「
書

字
が

苦
手

」
と

い
う

学
び

に
く
さ

を
抱

え
て

い
る

児
童

生
徒

の
背

景
に

は
様

々
な

要
因

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

担
当

し
て

い
る

児
童

生
徒

に
つ

い
て

考
え

ら
れ

る
背

景
（
要

因
）
と

し
て

，
こ

こ
に

示
し

て
い

る
６

つ
の

中
に

当
て

は
ま

る
も

の

が
あ

る
と

し
た

ら
ど

れ
で

し
ょ

う
か

？

　
見

え
方

（
視

覚
）
や

聞
こ

え
方

（
聴

覚
）
や

書
字

動
作

（
運

動
面

）
の

そ
れ

ぞ
れ

に
課

題
が

あ
る

た
め

，
う

ま
く
書

け
な

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
ま

た
，

複
数

の
要

因
を

併
せ

有
す

る
ケ

ー
ス

も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。

　
ま

ず
は

，
担

当
し

て
い

る
児

童
生

徒
が

ど
の

よ
う

な
状

態
で

あ
る

の
か

を
知

る
こ

と
が

支
援

の

第
一

歩
と

な
る

と
考

え
ま

す
。

3

　
読

み
書

き
が

困
難

で
，

書
く
こ

と
に

苦
手

意
識

を
も

っ
て

い
る

児
童

生
徒

で
も

，
努

力
に

よ
っ

て

困
難

さ
を

克
服

で
き

る
と

思
わ

れ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

し
か

し
，

こ
こ

に
示

し
て

い
る

図
の

と
お

り
，

学
年

が
進

行
す

る
に

し
た

が
っ

て
習

得
で

き
る

量
に

は
大

き
な

差
が

生
ま

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

そ
の

差
が

大
き

く
な

っ
て

か
ら

で
は

，
教

科
の

学
習

に
大

き
な

遅
れ

が
出

て
し

ま
う

こ
と

は
明

ら
か

で
す

。

4



　
い

く
ら

努
力

し
た

と
し

て
も

，
結

果
が

付
い

て
こ

な
い

と
し

た
ら

，
も

し
く
は

，
努

力
を

認
め

て
も

ら

え
な

か
っ

た
と

し
た

ら
，

「
ど

う
せ

書
け

な
い

」
と

か
「
頑

張
っ

て
も

む
だ

」
と

い
う

よ
う

な
自

己
肯

定

感
の

低
下

を
招

く
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

し
て

，
学

年
（
年

齢
）
が

進
む

に
つ

れ
，

さ
ら

に

そ
の

傾
向

は
大

き
く
な

る
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

5

　
文

部
科

学
省

か
ら

出
さ

れ
た

ＩＣ
Ｔ

活
用

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
や

各
種

事
業

に
お

け
る

報
告

書
等

の

中
で

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
学

び
の

推
進

が
報

告
さ

れ
て

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

等
の

ア
プ

リ
を

活
用

し
た

学
習

の
有

効
性

や
困

難
さ

に
対

応
し

た
活

用
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

は
，

現

在
で

は
，

民
間

等
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
も

数
多

く
報

告
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
本

資
料

で
も

，
多

く
の

実
践

事
例

報
告

の
中

か
ら

汎
用

性
が

高
く
，

取
り

組
み

や
す

い
と

思
わ

れ
る

ＩＣ
Ｔ

活
用

の
例

を
提

案
し

て
い

ま
す

。
今

後
，

一
人

一
台

端
末

と
し

て
多

く
の

学
校

で
の

活

用
・
実

践
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
，

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
一

人
一

人
の

学
び

に
く
さ

へ
の

対
応

は
進

ん
で

い
く
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
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で

は
，

漢
字

を
書

く
こ

と
が

苦
手

な
児

童
生

徒
に

つ
い

て
は

，
ど

の
よ

う
な

実
態

が
あ

る
の

で

し
ょ

う
か

。

　
例

と
し

て
こ

こ
で

は
４

点
挙

げ
て

い
ま

す
。

い
ず

れ
か

に
当

て
は

ま
る

児
童

生
徒

は
い

る
で

し
ょ

う
か

。
実

態
と

背
景

に
つ

い
て

は
，

複
数

の
状

態
を

併
せ

有
す

る
ケ

ー
ス

も
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん

。

　
で

す
の

で
，

こ
こ

に
あ

る
ヒ

ン
ト

も
，

一
つ

の
や

り
方

だ
け

で
は

な
く
，

い
ろ

い
ろ

な
方

法
を

試
し

て
み

る
こ

と
が

大
切

で
す

。

7

　
例

え
ば

，
こ

こ
に

あ
る

写
真

に
つ

い
て

，
前

の
ス

ラ
イ

ド
に

あ
る

実
態

が
少

な
く
と

も
二

つ
以

上

認
め

ら
れ

ま
す

。

「
へ

ん
」
と

「
つ

く
り

」
と

を
分

け
て

，
パ

ー
ツ

と
し

て
組

み
合

わ
せ

る
方

法
や

，
漢

字
を

だ
い

た
い

の

形
と

し
て

認
識

し
て

い
る

場
合

，
細

か
な

部
分

ま
で

も
意

識
で

き
る

よ
う

に
，

４
つ

の
ブ

ロ
ッ

ク
に

分

け
て

認
識

で
き

る
よ

う
な

工
夫

も
有

効
で

す
。

　
ま

た
，

実
態

や
習

得
段

階
に

よ
っ

て
は

，
筆

順
の

他
，

「
と

め
」
「
は

ね
」
「
は

ら
い

」
な

ど
細

か
い

部
分

は
，

そ
の

先
の

課
題

や
目

標
と

し
て

，
あ

ま
り

こ
だ

わ
ら

ず
に

，
ま

ず
は

大
ま

か
な

形
を

覚

え
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

取
り

組
む

よ
う

に
す

る
こ

と
も

大
切

で
す

。

8



　
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

支
援

に
つ

い
て

は
，

現
在

，
学

習
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

が
普

及
し

始
め

て

き
て

い
ま

す
。

発
行

者
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

が
，

学
習

者
用

デ
ジ

タ
ル

教
材

と
一

体
的

に
使

用

す
る

こ
と

で
，

漢
字

の
読

み
書

き
が

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
っ

て
学

習
で

き
る

よ
う

に
な

る
な

ど
，

学

習
効

果
が

上
が

り
ま

す
。

提
供

に
つ

い
て

は
，

地
域

の
教

育
委

員
会

の
管

理
者

に
確

認
を

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

　
ま

た
，

デ
ジ

タ
ル

教
材

は
多

種
多

様
な

ア
プ

リ
を

各
サ

イ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。

9

　
電

子
黒

板
を

使
っ

た
一

斉
授

業
の

事
例

も
多

く
報

告
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
具

体
的

な
活

用
方

法
に

つ
い

て
は

文
部

科
学

省
の

報
告

等
で

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。

　
学

校
の

学
習

用
パ

ソ
コ

ン
に

標
準

的
に

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

て
い

る
ワ

ー
プ

ロ
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

ソ
フ

ト
を

活
用

し
た

支
援

に
つ

い
て

も
数

多
く
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
こ

こ
で

紹
介

し
て

い
る

日
本

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
社

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

は
「
学

習
に

お
い

て
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

す
る

際
の

役
立

つ
ツ

ー
ル

や
活

用
例

」
「
学

習
に

お
け

る
困

難
を

支
援

す
る

ＩＣ
Ｔ

活
用

ガ
イ

ド
」
「
特

別
支

援
教

育
向

け
 W

in
d
o
w

s 
ア

プ
リ

一
覧

」
等

を
掲

載
し

，
ＩＣ

Ｔ
の

活
用

に
つ

い
て

幅
広

く
紹

介
し

て
い

ま
す

。

10



　
文

章
を

書
く
と

き
や

板
書

な
ど

を
書

き
写

す
と

き
な

ど
に

も
学

び
に

く
さ

を
抱

え
て

い
る

児
童

生

徒
が

多
く
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
書

く
こ

と
自

体
に

課
題

，
例

え
ば

書
字

に
極

端
に

時
間

を
要

す
る

と
か

，
書

き
写

し
て

い
る

途
中

で
，

ど
こ

ま
で

進
ん

だ
か

分
か

ら
な

く
な

る
な

ど
，

不
器

用
さ

（
運

動
面

）
や

視
覚

の
問

題
，

記
憶

力
，

注
意

力
等

に
課

題
が

あ
り

，
書

く
こ

と
に

学
び

に
く
さ

抱
え

て
い

る
ケ

ー
ス

で
す

。

11

　
そ

う
い

っ
た

ケ
ー

ス
で

は
，

書
い

て
い

る
途

中
に

意
欲

が
低

下
し

た
り

集
中

力
が

続
か

な
く
て

諦
め

て
し

ま
っ

た
り

す
る

こ
と

が
少

な
く
な

く
，

徐
々

に
自

己
肯

定
感

が
低

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

自
己

肯
定

感
が

損
な

わ
れ

た
子

ど
も

は
，

学
習

意
欲

が
低

下
す

る
だ

け
で

は
な

く
，

対
人

関
係

な
ど

に
お

い
て

も
様

々
な

不
適

応
が

起
こ

り
や

す
く
な

り
，

問
題

を
深

刻
に

し
て

し
ま

い
ま

す
。

　
書

く
こ

と
に

苦
手

意
識

が
強

く
な

っ
た

り
，

意
欲

や
自

信
を

な
く
し

て
し

ま
っ

た
り

す
る

前
に

，
個

別
に

必
要

な
配

慮
を

行
う

こ
と

で
，

や
り

終
え

る
体

験
を

積
み

重
ね

る
こ

と
が

重
要

で
す

。

12



　
ノ

ー
ト

の
と

り
方

を
指

導
す

る
こ

と
で

板
書

を
写

す
こ

と
や

書
く
こ

と
に

要
す

る
時

間
や

負
担

が

軽
減

さ
れ

ま
す

。
ま

た
，

授
業

中
は

，
ノ

ー
ト

を
と

る
時

間
を

必
ず

確
保

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

ノ
ー

ト
の

行
幅

は
で

き
る

だ
け

広
め

の
も

の
が

よ
く
，

英
語

の
ノ

ー
ト

は
１

１
～

１
３

罫
が

お
勧

め
で

す
。

　
ま

た
，

ノ
ー

ト
に

書
く
と

き
の

色
や

記
号

を
あ

ら
か

じ
め

決
め

て
お

い
て

，
色

鉛
筆

や
マ

ー
カ

ー

ペ
ン

の
効

果
的

な
使

用
方

法
に

つ
い

て
も

繰
り

返
し

指
導

す
る

こ
と

で
，

ノ
ー

ト
の

使
い

方
を

身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

13

　
実

態
に

合
わ

せ
た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
準

備
す

る
ほ

か
，

市
販

さ
れ

て
い

る
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

の
活

用
も

有
効

で
す

。
分

か
り

や
す

く
自

分
で

進
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

で
，

児
童

生
徒

が
意

欲
的

に
進

ん
で

学
習

に
取

り
組

む
姿

に
つ

な
が

り
ま

す
。

14



　
書

く
作

業
そ

の
も

の
や

書
く
こ

と
に

対
す

る
抵

抗
感

な
ど

，
様

々
な

負
担

を
軽

減
で

き
る

教
材

・

教
具

が
あ

り
ま

す
。

　
見

る
こ

と
に

困
難

さ
が

あ
る

人
に

眼
鏡

が
あ

る
よ

う
に

，
書

く
こ

と
に

困
難

さ
が

あ
る

児
童

生
徒

に
は

，
そ

の
困

難
さ

に
応

じ
た

教
材

･教
具

等
の

工
夫

が
あ

り
ま

す
。

こ
こ

で
紹

介
し

て
い

る
も

の

は
，

文
房

具
屋

等
で

普
通

に
手

に
入

る
も

の
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。

　
指

導
に

当
た

り
，

「
な

い
か

ら
で

き
な

い
」
か

ら
「
あ

る
と

で
き

る
」
へ

の
思

考
の

変
換

が
大

切
で

す
。

15

　
板

書
を

全
体

的
に

拡
大

も
し

く
は

，
グ

ラ
フ

や
表

な
ど

，
必

要
な

部
分

を
拡

大
し

て
提

示
す

る
こ

と
で

，
児

童
生

徒
が

，
ど

の
部

分
に

注
目

す
れ

ば
よ

い
の

か
，

ま
た

は
，

ど
の

部
分

を
書

き
写

す

の
か

に
つ

い
て

分
か

り
や

す
く
な

り
ま

す
。

　
必

要
に

応
じ

て
，

児
童

生
徒

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

に
同

じ
画

面
を

映
し

出
し

，
手

元
で

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
，

板
書

を
書

き
写

す
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

16



　
ノ

ー
ト

を
と

る
の

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

う
場

合
な

ど
，

デ
ジ

タ
ル

ノ
ー

ト
ア

プ
リ

を
使

用
す

る

こ
と

で
，

黒
板

を
写

真
に

と
っ

て
後

で
書

き
写

し
た

り
整

理
し

た
り

，
図

を
貼

っ
た

り
手

書
き

で
書

い

た
り

キ
ー

ボ
ー

ド
で

入
力

し
た

り
，

得
意

な
方

法
で

見
返

し
が

し
や

す
い

ノ
ー

ト
を

作
成

で
き

ま
す

。
　

　
実

際
の

使
い

方
な

ど
に

つ
い

て
は

，
動

画
サ

イ
ト

で
多

数
紹

介
さ

れ
て

い
ま

す
。

17

　
前

ス
ラ

イ
ド

と
同

様
，

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
社

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

は
，

学
習

に
役

立
つ

ツ
ー

ル
と

活

用
例

に
つ

い
て

多
数

紹
介

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
，

国
立

特
別

支
援

教
育

総
合

研
究

所
「
特

別
支

援
教

育
教

材
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
で

は
，

特
別

支
援

教
育

の
教

材
や

支
援

機
器

、
 学

校
で

の
ＩＣ

Ｔ
活

用
に

実
践

事
例

な
ど

を
多

数
紹

介
し

て
い

ま
す

。
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今

回
の

調
査

で
は

，
 学

び
に

く
さ

を
抱

え
た

児
童

生
徒

へ
の

学
習

指
導

に
お

い
て

，
作

文
指

導
に

つ

い
て

具
体

的
な

支
援

方
法

が
分

か
ら

ず
に

困
っ

て
い

る
教

員
の

割
合

が
多

い
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

　
こ

こ
か

ら
は

，
「
作

文
を

書
く
こ

と
」
に

，
よ

り
焦

点
を

当
て

た
指

導
・
支

援
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。

　
こ

の
図

は
，

作
文

が
書

け
な

い
要

因
や

背
景

に
つ

い
て

表
し

た
も

の
で

す
。

　
前

述
の

と
お

り
，

書
く
こ

と
に

つ
い

て
は

，
視

覚
や

聴
覚

の
他

，
読

む
こ

と
や

書
字

動
作

な
ど

の
運

動
面

な
ど

，
様

々
な

要
因

が
関

連
し

て
い

ま
す

。
　

　
こ

の
図

に
表

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

，
作

文
が

苦
手

な
児

童
生

徒
に

は
，

様
々

な
要

因
が

複
雑

に
関

連
し

て
い

る
た

め
，

一
人

一
人

の
学

び
に

く
さ

や
そ

の
要

因
・
背

景
が

異
な

り
ま

す
。

19

　
学

び
に

く
さ

の
実

態
に

対
す

る
背

景
と

し
て

は
，

こ
こ

に
示

し
た

よ
う

に
，

記
憶

の
問

題
に

よ
る

も

の
と

，
出

来
事

を
時

間
に

沿
っ

て
順

に
並

べ
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

，
主

語
と

述
語

の
対

応
や

助

詞
の

使
い

方
な

ど
文

章
の

決
ま

り
に

従
っ

て
書

く
こ

と
に

課
題

が
あ

る
場

合
な

ど
が

考
え

ら
れ

ま

す
。

　

20



　
学

び
に

く
さ

に
対

応
し

た
支

援
の

方
法

に
つ

い
て

は
，

モ
デ

ル
文

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
提

示
し

た
り

，

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
作

成
し

て
穴

埋
め

式
の

用
紙

に
下

書
き

を
さ

せ
る

方
法

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

　 　
ま

ず
は

，
教

師
か

ら
の

ヒ
ン

ト
を

手
掛

か
り

に
し

て
，

文
章

が
書

け
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し

た
支

援
の

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

21

　
書

く
こ

と
に

抵
抗

感
が

あ
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

，
少

し
で

も
負

担
を

軽
減

で
き

る
よ

う
な

支
援

と
し

て
，

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
提

示
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
は

既
成

の
も

の
も

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

が
，

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
生

徒
の

実
態

や

課
題

に
合

わ
せ

て
作

成
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。

22



　
出

来
事

を
想

起
さ

せ
る

こ
と

が
難

し
い

児
童

生
徒

に
は

，
カ

メ
ラ

ア
プ

リ
を

使
用

し
て

写
真

を
見

な
が

ら
質

問
に

答
え

さ
せ

る
よ

う
な

方
法

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
付

箋
に

書
い

て
ノ

ー
ト

に
張

り
，

後
で

時
系

列
に

並
べ

替
え

る
方

法
な

ど
が

あ
り

ま
す

。

　
ま

た
，

画
面

上
に

写
真

や
付

箋
の

よ
う

な
物

を
張

り
付

け
て

時
系

列
に

並
べ

替
え

た
り

，
内

容

を
整

理
し

た
り

で
き

る
ア

プ
リ

も
あ

り
ま

す
。

書
く
こ

と
を

軽
減

し
，

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
操

作
す

る
楽

し
さ

を

感
じ

る
こ

と
で

，
作

文
を

書
く
こ

と
に

対
す

る
抵

抗
感

を
軽

減
で

き
ま

す
。

23

　
こ

こ
か

ら
は

，
学

習
支

援
教

室
「
ま

な
び

ル
ー

ム
　

ポ
ラ

リ
ス

」
主

宰
の

澳
塩

渚
先

生
の

資
料

を

参
考

に
，

作
文

指
導

に
つ

い
て

ま
と

め
た

も
の

を
紹

介
し

ま
す

。

　
な

お
，

こ
こ

で
紹

介
す

る
各

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
つ

い
て

は
，

澳
塩

先
生

か
ら

了
解

を
得

て
い

ま
す

の
で

，
そ

の
ま

ま
活

用
し

て
い

た
だ

い
て

構
い

ま
せ

ん
。

た
だ

し
，

児
童

生
徒

の
実

態
に

合
っ

た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

は
言

う
ま

で
も

あ
り

ま
せ

ん
。

　 　
こ

こ
で

は
，

作
文

を
苦

手
と

す
る

児
童

生
徒

に
は

３
つ

の
タ

イ
プ

が
あ

り
，

そ
の

タ
イ

プ
に

応
じ

た

支
援

の
方

法
が

提
案

さ
れ

て
い

ま
す

。
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ま

た
，

作
文

に
は

４
つ

の
つ

ま
ず

き
や

す
い

ス
テ

ッ
プ

が
あ

る
と

し
て

，
そ

の
ス

テ
ッ

プ
に

応
じ

た

支
援

の
方

法
が

提
案

さ
れ

て
い

ま
す

。

　
４

つ
の

ス
テ

ッ
プ

を
頭

の
中

だ
け

で
行

お
う

と
し

て
つ

ま
ず

い
て

い
る

場
合

が
多

い
と

い
う

こ
と

を

前
提

と
し

，
①

か
ら

④
に

応
じ

て
，

ＩＣ
Ｔ

活
用

や
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

の
紹

介
し

て
い

ま
す

。

　
で

は
，

そ
の

４
つ

の
つ

ま
ず

き
ご

と
に

見
て

い
き

ま
す

。

25

　
つ

ま
ず

き
①

「
作

文
に

書
く
た

め
に

出
来

事
を

思
い

出
す

の
が

難
し

い
」
児

童
生

徒
に

対
応

す

る
支

援
方

法
に

つ
い

て
は

，
写

真
や

動
画

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

し
お

り
な

ど
，

思
い

出
す

た
め

の
手

掛
か

り
を

手
元

に
置

い
て

お
く
こ

と
が

有
効

で
す

。
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つ

ま
ず

き
②

「
出

来
事

を
思

い
出

し
時

系
列

に
並

べ
る

こ
と

が
難

し
い

」
児

童
生

徒
に

対
し

て
は

，

思
い

出
す

手
掛

か
り

（
写

真
や

行
事

の
し

お
り

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

）
の

提
示

と
一

緒
に

，
下

書
き

用
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
活

用
し

て
書

き
始

め
る

こ
と

で
，

思
い

出
し

な
が

ら
書

く
こ

と
へ

の
負

担
を

軽
減

で
き

ま
す

。

　
①

か
ら

④
ま

で
の

順
で

，
書

く
内

容
に

つ
い

て
も

目
で

見
て

分
量

が
分

か
る

よ
う

に
枠

の
大

き
さ

を
変

え
る

と
よ

り
分

か
り

や
す

く
な

り
ま

す
。
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つ

ま
ず

き
③

「
何

に
つ

い
て

ど
の

く
ら

い
書

け
ば

よ
い

の
か

分
か

ら
な

い
」
児

童
生

徒
，

つ
ま

り
，

出
来

事
を

時
系

列
に

並
べ

て
（
羅

列
し

て
）
書

く
だ

け
で

終
わ

っ
て

し
ま

う
場

合
，

作
文

の
中

で
伝

え
た

い
情

報
と

し
て

，
書

く
場

面
と

そ
の

時
の

気
持

ち
を

見
え

る
形

で
整

理
す

る
た

め
の

シ
ー

ト

の
活

用
が

有
効

で
す

。
　

　
出

来
事

を
ブ

ロ
ッ

ク
分

け
す

る
に

は
，

「
嬉

し
か

っ
た

こ
と

」
や

「
頑

張
っ

た
こ

と
」
な

ど
の

感
情

で

分
け

る
方

法
と

，
「
一

番
長

く
活

動
し

た
こ

と
」
な

ど
，

活
動

時
間

の
長

さ
で

分
け

る
方

法
の

２
つ

の

方
法

が
あ

り
ま

す
。

　
感

情
で

分
け

る
方

法
が

苦
手

な
児

童
生

徒
の

場
合

は
，

活
動

時
間

の
長

さ
で

ま
と

め
る

方
が

抵
抗

感
が

少
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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つ

ま
ず

き
④

「
主

語
と

述
語

の
対

応
や

助
詞

の
使

い
方

が
ま

く
で

き
な

い
」
児

童
生

徒
に

と
っ

て

は
，

前
述

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
と

同
様

に
，

穴
埋

め
式

の
下

書
き

用
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

準
備

す
る

こ
と

で
書

く
作

業
が

楽
に

な
り

ま
す

。

　
こ

こ
に

あ
る

よ
う

に
，

あ
ら

か
じ

め
文

の
構

成
を

示
し

て
穴

埋
め

式
に

す
る

こ
と

で
，

空
欄

を
埋

め
る

だ
け

で
正

し
い

文
法

で
組

み
立

て
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。
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続

い
て

，
少

し
長

め
の

文
章

を
時

系
列

で
書

く
こ

と
を

目
指

し
た

「
手

順
表

を
作

る
活

動
」
を

紹

介
し

ま
す

。

　
作

文
が

苦
手

で
あ

れ
ば

あ
る

ほ
ど

，
何

を
書

い
た

ら
よ

い
の

か
が

分
か

ら
な

く
な

り
，

ど
う

書
い

た
ら

よ
い

の
か

を
自

分
で

決
め

る
こ

と
も

困
難

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

多
く
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

，

何
を

書
い

た
ら

よ
い

の
か

が
明

確
な

課
題

を
用

意
す

る
と

取
り

組
み

や
す

く
な

り
ま

す
。

　 　
３

語
以

上
の

文
章

を
書

く
練

習
と

し
て

，
長

め
の

作
文

を
書

く
こ

と
を

課
題

と
す

る
場

合
に

は
，

児
童

生
徒

に
と

っ
て

で
き

る
だ

け
書

き
や

す
く
，

何
を

書
け

ば
よ

い
の

か
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

大

切
で

す
。

　 　
こ

こ
で

は
，

「
カ

レ
ー

ラ
イ

ス
の

作
り

方
」
の

手
順

表
を

作
る

活
動

を
紹

介
し

ま
す

。
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「
手

順
表

を
作

る
活

動
」
の

ポ
イ

ン
ト

は
，

次
の

と
お

り
で

す
。

①
児

童
生

徒
が

見
た

こ
と

が
あ

っ
た

り
，

体
験

し
た

こ
と

が
あ

っ
た

り
す

る
よ

う
な

身
近

な
テ

ー
マ

に
す

る

と
取

り
組

み
や

す
く
な

り
ま

す
。

②
最

初
は

、
５

つ
く
ら

い
の

ス
テ

ッ
プ

ま
で

と
す

る
と

扱
い

や
す

く
な

り
ま

す
。

③
基

本
の

文
の

型
を

「
い

つ
（
最

初
に

、
次

に
な

ど
）
，

な
に

を
ど

う
す

る
」
と

決
め

て
お

く
こ

と
で

、
取

り
組

み
や

す
く
な

り
ま

す
。

④
単

に
「
手

順
書

を
作

ろ
う

」
だ

け
で

は
，

何
に

気
を

付
け

た
ら

よ
い

か
が

イ
メ

ー
ジ

し
に

く
い

た
め

，
「
手

順
書

を
読

ん
だ

人
が

う
ま

く
作

れ
る

よ
う

に
、

順
番

と
や

る
こ

と
に

気
を

付
け

て
書

い
て

み
よ

う
」
と

い
う

よ

う
な

説
明

を
し

て
活

動
の

意
味

を
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

し
ま

す
。

⑤
「
い

つ
」
，

「
な

に
を

」
，

「
ど

う
す

る
」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
て

，
必

要
に

応
じ

て
「
ヒ

ン
ト

カ
ー

ド
」
と

し
て

提

示
す

る
こ

と
で

，
カ

ー
ド

を
見

な
が

ら
文

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

ま
た

，
文

を
書

き
終

え
た

後
に

，
「
い

つ
　

な
に

を
　

ど
う

す
る

」
の

中
で

抜
け

て
い

る
も

の
は

な
い

か
，

自
分

で
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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書

き
始

め
の

う
ち

は
，

「
い

つ
　

な
に

を
　

ど
う

す
る

」
に

つ
い

て
，

す
ぐ

に
思

い
出

せ
な

い
こ

と
が

多
い

た
め

，
一

つ
の

工
程

に
一

枚
の

ヒ
ン

ト
カ

ー
ド

を
用

意
し

ま
す

。

　
ヒ

ン
ト

カ
ー

ド
を

見
て

，
「
い

つ
」
　

「
な

に
を

」
　

「
ど

う
す

る
」
　

の
３

点
を

文
に

入
れ

る
よ

う
に

指
示

を
し

ま
す

。

　
１

枚
目

の
手

順
表

の
み

，
「
さ

い
し

ょ
に

　
ゴ

ロ
ゴ

ロ
と

　
大

き
め

に
　

材
料

を
　

切
り

ま
す

。
」
と

い

う
よ

う
に

，
指

導
者

が
手

本
と

な
る

よ
う

に
，

文
を

読
み

上
げ

る
と

，
児

童
生

徒
が

，
そ

の
後

，
安

心
し

て
活

動
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

　
不

安
が

強
い

児
童

生
徒

に
は

，
文

章
の

手
本

を
提

示
す

る
こ

と
で

，
不

安
が

軽
減

さ
れ

る
こ

と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。
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レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
す

る
と

す
れ

ば
，

「
そ

れ
か

ら
」
な

ど
を

使
っ

て
，

文
を

付
け

加
え

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
ま

た
，

「
分

量
」
や

「
気

を
付

け
る

点
」
を

追
加

す
る

こ
と

で
，

さ
ら

な
る

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

が
図

ら
れ

ま
す

。

　
分

量
で

あ
れ

ば
，

「
ニ

ン
ニ

ク
を

１
個

」
，

気
を

付
け

る
点

で
あ

れ
ば

，
「
こ

げ
な

い
よ

う
に

，
炒

め

ま
す

。
」
な

ど
で

す
。
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ま

た
，

「
か

ら
」
な

ど
を

使
っ

て
，

文
を

つ
な

げ
る

活
動

を
試

み
な

が
ら

，
徐

々
に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
て

み
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。
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こ

の
活

動
は

，
も

の
ご

と
を

時
系

列
に

整
理

し
，

順
番

に
文

に
し

て
説

明
し

て
い

く
コ

ツ
を

知
る

こ

と
が

目
標

に
な

り
ま

す
。

　
作

文
を

書
く
こ

と
に

苦
手

意
識

を
も

っ
て

い
る

児
童

生
徒

は
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん

し
，

そ
の

よ
う

な

児
童

生
徒

に
と

っ
て

は
，

白
紙

の
原

稿
用

紙
に

い
き

な
り

書
き

始
め

る
こ

と
は

容
易

で
は

あ
り

ま

せ
ん

。
書

く
こ

と
に

苦
手

意
識

が
強

く
な

っ
た

り
，

意
欲

や
自

信
を

な
く
し

て
し

ま
っ

た
り

す
る

前
に

，

今
回

紹
介

し
た

支
援

の
方

法
を

参
考

に
，

書
く
こ

と
へ

の
抵

抗
感

や
負

担
感

を
少

し
で

も
軽

減
し

，

や
り

終
え

た
達

成
感

と
自

信
の

積
み

重
ね

に
よ

っ
て

，
自

己
肯

定
感

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

な
指

導

を
行

っ
て

ほ
し

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。

　
こ

こ
に

掲
載

し
て

い
る

支
援

方
法

等
に

つ
い

て
，

ご
不

明
の

点
が

あ
れ

ば
，

当
セ

ン
タ

ー
支

援

班
ま

で
，

い
つ

で
も

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
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Ⅳ 実践事例

本研究で示す実践事例は，あくまで参考用にまとめたものです。指導・支援方法につい

ては，模範例ではありませんので，実践例の一つとして参考にしてください。

【事例１】小学校（通常の学級）

(1) 授業について

教科名等 「国語」（作文）

(2) 児童の実態について

①学年 ４年生

②児童の学びにくさ（特性・ニーズ）

障害の診断はないが，文書や作文を書くことが困難で苦手意識が強い。話すことや質

問内容について考えて答えることには問題がないが，注意の集中や持続が難しく不注意

や早合点によるミスが多い。

(3) 学びにくさに応じた支援について

①支援機器や教材・教具等

タブレット（カメラ･写真機能），付箋，ワークシート（図８）

②活用のねらい

作文に対する苦手意識を軽減し，自分で考えて書ける部分を増やす。

③授業における支援内容

行事の写真を見ながら印象的な出来事を思い出し，キーワードとして付箋紙に書き出

した。複数枚の付箋紙によるメモをワークシートの枠の中に時系列に並べることで，出

来事を整理しながら作文の内容を考えるようにした。

④児童の変容等

教師が提示した行事写真の中

から思い出に残っている写真を

選び出し，その出来事をキーワ

ードにまとめたことで，白紙か

ら文章を考えて書くことに対す

る苦手意識が軽減された。ワー

クシートを使って教師（支援員）

の質問に答えながら時系列に並

べたことで，文章の組み立て方

も分かってきている。

学校から

バスにのった

歩いた

みんなで

たのしかった

また行きたい公園

すべり台

あそんだ

べんとう 食べた

たかし君

図10 出来事を時系列で整理するワークシート



【事例２】小学校（通級指導教室）

【通級指導教室について】

ＬＤ等を対象とした自校通級指導教室には，現在４名の児童が在籍している。

通級指導教室では，日常的にタブレット型コンピュータを使用しており，児童の特徴

や状況に応じて使い方を工夫している。

(1) 授業について

教科名等 「自立活動」

(2) 生徒の実態について

①学年 ５年生２名

②児童の学びにくさ（特性・ニーズ）

１名はＬＤの診断があり，１名は診断なし。２名とも話すことや話を聞くことに問題

はないが，書くことが困難で苦手意識が強い。また，自己評価が低かったり自信がなか

ったりする上，学習への意欲も低い。

(3) 学びにくさに応じた支援について

①支援機器や教材・教具等

iPad（メモ機能）

②活用のねらい

iPad等のメモ機能を使うことで「書くこと」への苦手意識を軽減するとともに，学習

に対する意欲の向上を図る。

③授業における支援内容

iPad を使用することで学習に対する意欲を

高める。メモの機能を使い，書きたいことに関

連する単語を音声で入力した。その後で，入力

した単語を見て内容や構成について考えながら

作文を書くことができた。長文のメモは苦手で

あったが，単語の音声入力は抵抗感を示すこと

なくできた。また，本人のペースで書く作業を

進められるよう配慮した（図９）。

④児童の変容等

書くことに困難のある児童が，書きたいこと

を音声で入力し，それを見ながら書き写した。

児童は，自分のペースで入力したり文字の大き

さを調整したりしながら書き写すことで「iPad

があれば楽だ。もう一人でも書けるかも」と話

している。
図11 音声入力の画面

運動会 綱引き 練習 昼休み 放課後 友達

応援 学級 たいこう 優勝できた 表彰式

緊張 6年生 頑張る 一緒に

運動会がありました。綱引きは学年対こうで，５年生は，昼休み

の時間も



【事例３】中学校（通常の学級）

(1) 授業について

教科名等「数学」

(2) 生徒の実態について

①学年 ３年生

②生徒の学びにくさ（特性・ニーズ）

文字を書くのが遅い。聞きながら書くことも難しく，何の話を聞いているのか黒板の

どこを書いているのか分からなくなる。最近は最初から書くことをあきらめている様子

も見られるようになってきた。

(3) 学びにくさに応じた支援について

①支援機器や教材・教具等

Microsoft Lens，OneNote（本人のタブレット端末を使用）

②活用のねらい

主として家庭学習で，授業内容の見直しに使用する。

③授業における支援内容

授業中または授業後に板書をLensで撮影する。内容によって，その場で考えを入力し

たり，自宅でOneNoteに取り込んで課題をやり直したり，まとめを書き込んだりして振り

返りをする（図10）。

図12 OneNoteでの振り返りのイメージ

Lensで撮影した実際の板書
の写真を取り込んだもの

板書上で大事だと思う部分

を切り取り，拡大して取り

込む（教師が，見直してほ

しい部分を指定することも

ある）

写真に直接線を引いたり，

文字を書き込んだりしなが

ら内容を復習する



④生徒の変容等

授業中にもノートを書く時間は設けていたが，それでも間に合わないと混乱したり，

やる気をなくしたりしてしまい，本来解ける問題にも取り組まなくなっていた。これま

では板書をデジタルカメラで撮影して残すことがあったが，その後の活用が難しかった。

タブレットの使用により，簡単に拡大して見ることができたり書き込みなどがしやすく

なったりした。操作の楽しさもあって学習への意欲につながっている。授業の内容によ

っては，うまく使えないこともあるため，活用の仕方については本人と相談し，より広

げていきたい。

黒板の使い方をパターン化し，書いたり貼ったりする内容を精選したり，後から見て

も分かりやすい構成にしたりしたことで板書が整理された。

【事例４】中学校（通級指導教室）

(1) 授業について

教科名等 「自立活動」

環境の把握(2)感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

身体の動き(3)日常生活に必要な基本動作に関すること

(2) 生徒の実態について

①学年 １年生（他校からの通級）

②生徒の学びにくさ（特性・ニーズ）

テストなどの解答欄の大きさに合わせて文字を書くことが難しい。これまでは解答欄

を拡大するなどして対応してきたが，書くことへの苦手意識が先立ち，意欲的な取組は

できていなかった。学校でのタブレット端末導入をきっかけにＩＣＴ機器の使用を検討

した。

(3) 学びにくさに応じた支援について

①支援機器や教材・教具等

パソコンへの入力（Power Point，Word等へのプリント取り込み）

②活用のねらい

Power Point等に取り込んだ学習プリントに生徒が解答を入力する練習をさせるととも

に，日常の学習場面での活用の仕方を探る。

③授業における支援内容

授業でのＩＣＴ活用を考えたとき，本人が機器の操作や入力に不慣れであり，また，

ＩＣＴを日常の授業でどのように使用するかの検討も必要であった。そこで，まずは使

用経験のあるパソコンを使って本人の得意な数学の問題の解答を入力する練習を行っ

た。



入力用プリントについては学級担任と内容を相談し，通級指導教室担当が作成した（図

11）。

④生徒の変容等

本人はパソコンの使用について意欲的で，家庭でも練習するなどして操作も入力も上

達しているが，現状では入力しやすいものを選んで試している段階で，実際のテスト等

での活用までには至っていない。各教科でどのような使い方ができるか検討が必要であ

る。

図13 入力用画面の例（Power Point）

パソコンにプリントを画像で取

り込み，解答欄にテキストボッ

クス（赤枠部分）を挿入



Ⅴ まとめ

１ 研究の成果

２年次は，学びにくさを抱えた児童生徒への指導，支援方法に関する研修資料をまとめ

ました。活用した方々の声から，学びにくさを抱えた児童生徒の背景に応じた指導，支援

の実践の手掛かりとなる資料を作成することができたと感じています。

また，研修資料を通して，ＩＣＴを活用した指導，支援方法を示すことができました。

それによって，ＩＣＴを活用した指導，支援につなげることができました。

２ 課題と今後に向けて

今回，コロナ禍による制限もあり，研修資料の活用や実践事例の収集が思ったようには

できませんでした。研究は２年で終えますが，今後も継続して活用を図りながら情報を収

集し，修正していきたいと思います。

作成した研修資料をどのように活用につなげていくかが課題だと考えます。今回，研修

資料の有効性を検証するために，実際に印刷して配付したことが活用につながるきっかけ

となりました。来年度以降も研修講座や各研修会で紹介したり，配付したりすることで活

用のきっかけになることを期待しています。

活用した方々からの要望には，書くこと以外の学びにくさへの指導，支援方法について

知りたいという声もあったことから，様々な学びにくさに対応した情報を発信できるよう

にしたいと思います。
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